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	2026
	6.1
	第一回　教育研究部研修
	講師：大阪教育大学 　　木村憲太郎先生
	（研修まとめ：大迫先生） ◎今年度の目標 対話交流の質を高める ◎今日の研修の目標 算数科における読解力や対話を意識した明日からの授業プランを決める。 ◎そもそも課題解決型授業とは (全教員の共通認識が大事。) 課題とはめあてや問いのことで、これを解決するのが課題解決型学習。 文章問題等を課題とし、それを解いていくのが課題解決と思っている 方も多いかもしれないが、文章問題等は、その解決のために使う教材。 授業をしていて、いきなり課題は子どもから出てこない。 教材を見て、思いつく。なんか困るな、違うな、というところから出てくる。 ①文章問題や活動。②ーかなという問い。疑問系の課題として設定する。 ちなみに、世界共通のきまり→定義 という。 ？ のことを課題とするのかは教科によるかもなので、要検討。 〇課題設定のときのポイント どんなことを解決したい？あなたのはてなは？と問いかける。 導入部分に人との対話も、自分との対話もいれる。
	◎対話について ・人との対話 ・自分自身との対話 人と対話するにはまず自分自身との対話が必要。短い時間でも。導入部分でも。 ・課題との対話 問いに対して答えを導く。 具体的な条件を絞ってから対話することが必要。 どの対話を重視するか。それぞれの時間で検討する。 ◎授業の流れ ・導入 子どもたちが文章問題に取り組み、未習に気づき、それを疑問系の課題として設定する。 ・展開 議論しながら解決する。 ・学力向上        おはなしづくりは？がない。問題づくりは？がある。



